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平成29年第２回虫歯予防教室
９月19日(火)佐井村保育所で５歳児11名、４歳
児７名を対象に虫歯予防教室を行いました。今
回の子どもたちのテーマは⽛６歳臼歯を知り、噛
むことがスポーツに大きく関係している⽜ことを
理解させるでした。
保育士がパペットを使い子どもたちの興味を
うまくひき、歯科衛生士が６歳臼歯についてどん
な歯なのかを説明しました。６歳臼歯が生えて
いたのは18名中４名。
自分の口の中に６歳臼歯が生えていることに
気づいている幼児も多くいました。
子どもたちにはくいしばることを知ってもら
うために、つなひきやすもうといったスポーツを
取り入れ、体のどこの部分に力が入るのか体験し
てもらいました。
スポーツ選手は、歯が命といわれるほど自分の
歯を大切にしています。噛みあわせの状態がい
い人ほど運動能力も高いそうです。スポーツを
していて、グッと力を入れるとき、奥歯を噛みし
めます。歯の中で一番大きく噛む力も強い歯６
歳臼歯を虫歯にしてしまうと、噛む力は減少して
しまいます。虫歯にしないための４つのお約束
をして虫歯予防教室を終了しました。
＊６歳臼歯は小学校低学年頃まで自分で汚れを
落とすのが難しいです。虫歯にしないために
は、家庭での仕上げみがきが必要です。

みなさんはどんな歯ブラシを使っていますか？
歯ブラシにはいろんな種類があります。毛先
が細くやわらかいもの、ヘッドが小さいもの、毛
先がまっすぐカットされた普通の固さのものな
どがあります。
毛先が細くやわらかいものは、歯と歯茎の境目
にむりなく入り歯肉のマッサージや歯周病が気
になる方に適しています。ただ、毛先がやわらか
い歯ブラシは、普通の固さの歯ブラシに比べ歯の
表面の汚れの落ちが悪く、磨き残しができやすい
です。歯肉の状態が健康であれば毛先が細くな
く⽛ふつう⽜の固さの歯ブラシを選ぶようにしま
しょう。自分の口の中の状態にあったブラシを
使うようにしましょう。

歯ブラシの交換の目安は１か月くらいです
ナイロンでできている歯ブラシは、使っている
うちに弾力が減少し汚れの落ちも悪くなります。
また、毛が開いている歯ブラシは、開いていな
い歯ブラシに比べて汚れの落ちが半分近く減少
すると言われています。
１か月たたないうちに歯ブラシが開いてしま
う方は、歯磨き圧が強いことがありますので磨く
ときの歯ブラシの持ち方など見直してみてはど
うでしょうか？
ペングリップ方式であれば余計な力がかから
ずすみずみまで磨けるので、一度試してみてはい
かがでしょう。
ペングリップで磨くコツ！ （わきを締めて鉛
筆を持つように磨く）


